
                    

         

 

 

            ” 梅雨入りアジサイの色鮮やかに“ 
 早くも梅雨入りです。夏への季節の移ろいの前にきまって梅雨は訪れます。当たり前のように思いがちですが、地球や大気の不

思議な営みに感動や感謝する気持ちも忘れずにいたいものです。稲や草木にとって恵みの雨であり大地に潤いをもたらしてくれま

す。植物だけではありません。虫たちや魚にとっても雨は生命力の源です。梅雨が明けると本格的な夏の訪れです。一年に一度、

この時期にしか味わえない日本の自然環境を子どもたちとともに味わいたいものですね。園庭には色とりどりのアジサイが咲き誇

っています。アジサイの彩に負けないくらい鮮やかな色とりどりの手作りレインコートを着て雨の中の散歩を楽しむ年少児の姿が

ありました。傘をささずに雨の感触を身体で感じ取り、はだしで水たまりに入る心地よさを楽しんでいました。 

 先週の「食育／さかなのからだとしくみ」では、子どもたちだけでなく私たち大人も魚のことや魚を職業としている人のことを 

たくさん知ることができました。魚への興味関心とともに私たちの命をつなぐ栄養としての魚のことを子どもたちはどう受け止め

たのでしょう。この食育の後、お部屋では魚の絵を描いたり、図鑑で調べたりする子どもたちのいきいきとした姿を見ることがで

きました。「ばんごはんはおさかながたべたい…」といった子もいたようです。一年を通して野菜を育てることも食に関心を持ち、

好き嫌いをせずに体にいい新鮮な野菜を食べることができるようになるためです。 
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↑  アジサイの花とレインコートの年少児の子どもたち ↑ 梅のへたをとり梅干をつける年長児の子どもたち 

↑ 食育「さかなのからだとしくみ」を見つめる子どもたち ↑ 本物の魚を見た後で描く魚の絵はとても細かい描写です 

 この時期に身につけたいこと 「雨の日のマナーについて」 

  傘を自分でさして登園する子どもたちの姿が多く見られます。傘の扱い方を繰り返し教えてあげましょう。 

    ■傘の開閉  ■傘の始末（ひもを留める） ■傘を持って歩くときの注意  ■車の間は傷がつくので注意する等  

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  水遊びが始まります 

    6 月 20 日（火）から 3 歳以上児はプールを使っての水遊びを始めます。未満児はこの日から温水シャワーで汗 

  を流します。未満児の水遊び開始は 7 月からです。水遊びが始まる前に次のものを準備しておいてください。 

    3 才未満児 ／ ・0 歳児はおむつで水遊びをします。1 歳児と 2 歳児は肌着のシャツとパンツであそびます。 

            ・タオルは普通サイズのフェイスタオルをお願いします。 

    3 歳以上児 ／ ・水着は動きやすいもので華美にならないようにしましょう。 

            ・今年から水泳キャップを使います。カラー帽子を濡らすと午後の外遊びで使えなくなります 

ので、水泳キャップをご準備ください。 

            ・タオルは巻きタオルを使います。自分で拭いたり着替えたりするときに使いやすいように 

             ホック付きの大きいタオルをご準備ください。 

    全クラス共通／ ・「プールカード」は、今年度は使いません。朝の登園の際に書いていただく登降園記録一覧」 

に「プール・水遊び」の欄を設けました。可能な場合は、「〇」を病気等で入水ができない 

場合は「×」とご記入ください。プールや水遊びはできなくても温水シャワーは可能な 

場合は「▲」をご記入ください。 

            ・「水いぼ（伝染性軟属腫）」はウイルス感染症です。接触することにより感染し、プールなど 

             を介して子ども同士で感染していきます。抗体ができると自然に消退していきますが、長く 

             て数か月かかることもあります。「水いぼ」ができた時の水遊びについては、状態により個別 

の対応となりますので担任にご相談ください。 

                 

 

★ 水遊びは重要な自立活動 

  夏の水遊びは子どもたちにとても大切な活動です。水の感触を 

 楽しみながら日光浴もでき、全身を使った運動遊びができます。 

  また、計画的な行動力（朝の準備、着替え、遊び、着替え、片 

付け）や自律的な生活力（服をたたみ、濡れた体を拭き、着替え 

たものをバッグに上手に片づける）を育てることができる大切な 

教育活動です。夏の暑さに負けない体と心を育てましょう。 

   

     ふれあいレインボー夏フェス参加 

 須恵第三小学校区コミュニティふれあいレインボー推進会議

にアザレア幼児園も協賛しています。今年の「夏フェス」 

にアザレア幼児園の年長児が参加することになりました（希望

者のみ）。みんなで浴衣を着てステージで歌を披露する予定で

す。当日は園庭も開放して地域の高齢者の方の休憩所も提供す

ることになりました。地域の夏祭りをご家族でお楽しみくださ

い。昨年以上に多くの花火が打ち上げられるそうです。 

 日時 ； 令和 5 年 8 月 12 日（土）15:00～21:00 

 会場 ： ふれあいレインボー・須恵第三小学校・須恵高校 

      アザレア幼児園・周辺道路や駐車場 

 年長児出席 ； 詳細は未定ですが、夕方、親子で園に集合 

        して、園児は並んでふれあいコミュニティに 

        移動しステージ発表をします。その後は現地 

        にて解散となります。 

        

    子どもにとっての“うそ” 

 児童心理として 2 歳くらいから子どもは嘘を

つくことを覚えるといいます。2 歳くらいまで

は現実と非現実の区別がつかず、嘘をいうとい

う意識はありません。お友だちの「きのう遊園

地に行ったよ」と楽しい話を聞くと、自分も行

ったような気持ちになり「この前ぼくも行った

よ」とつい言ってしまうのです。3 歳以上児に

なるとさまざまな理由から意図的に嘘をつくよ

うにもなります。叱られることを回避するため

や自分がかまってもらえないことのさみしさか

ら大人の関心をひこうとすることもあります。

「嘘をついたらだめよ！」と叱ることよりも

「なぜ嘘をついてしまったのかな」と一緒に理

由を考え話し合うことが大切です。 


